
- 1 - 

船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年６月２４日 ０２時２６分頃 

発生場所 愛媛県今治
いまばり

市小
お

島南東岸（来島海峡西水道） 

小浦
こ う ら

埼灯台から真方位３０４°９００ｍ付近 

（概位 北緯３４°０７.４′ 東経１３２°５８.９′） 

事故の概要 貨物船東広
とうこう

丸は、南南西進中、浅所に乗り揚げた。 

東広丸は、船首部船底外板に凹損等を生じた。 

事故調査の経過 令和７年６月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）を指名した。 

なお、後日、１人の地方事故調査官を新たに指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

貨物船 東広丸、４９９トン 

１４１０１３、アキ・マリン株式会社（Ａ社） 

７３.００ｍ×１２.００ｍ×７.３５ｍ、鋼 

ディーゼル機関、１,４７１kＷ、平成２１年３月 

 乗組員等に関する情報 船長 ７３歳 

 四級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和４８年３月３０日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和６年６月２４日 

  免状有効期間満了日 令和１１年７月１２日 

航海士Ａ ６９歳 

 三級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和６３年１２月７日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和５年７月４日 

  免状有効期間満了日 令和１０年１２月６日 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首部船底外板に凹損等 

 気象・海象 気象：天気 霧、視程 約１００ｍ以下（本事故発生時） 

本事故発生場所の南南西方約７.８km にある今治地域気象観測所に

おける観測値は、次のとおりであった。 
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航海士Ａによれば、小島北北西方約１海里（Ｍ）沖で霧によって視

界が悪くなった。 

松山地方気象台担当者によれば、本事故発生当時の小島付近には、

強い雨をもたらす雨雲は確認できないものの、見通しは悪かった可能

性がある。 

瀬戸内海水路誌には、来島海峡における霧の発生について以下の記

載がある。 

霧の発生は月別では３～７月に集中し、西口付近よりも備後灘方面

に多く、おおむね夜半過ぎに発生し、日出前４～６時間の間が最も多

く、午前１１時頃までには消滅する傾向にある。継続時間は、夏季は

比較的短く、春季は６～１２時間又はそれ以上である。 

来島海峡の霧は複雑な地形及び海象の影響を受け短時間のうちに局

地的に発生し、馬島周辺では、航路の一部で視程が５０ｍ以下となる

ことがある。 

海象：海上 平穏、潮流 来島海峡西水道、小島東方、北～北北東流

約５ノット（kn）（０２時３０分頃） 

松山地方気象台の発表内容は、次のとおりであった。 

(1) 天気予報 

６月２３日２２時 

東予 今夜 

東の風 雨 所により雷を伴う 

波０.５ｍ 

(2) 警報・注意報 

６月２３日２２時５２分発表 

今治市 ［継続］大雨、雷注意報 

 
項目 

時刻 
降水量 
(mm) 

風向・風速 

平均 最大瞬間 

風向 
風速 
(m/s) 

風向 
風速 
(m/s) 

01:20 0.0 西北西 0.8 西 1.6 

01:40 0.0 西北西 1.5 西北西 2.1 

02:00 0.0 西南西 0.4 西北西 1.7 

02:10 0.0 南 0.4 南 1.0 

02:20 0.0 静穏 0.2 南東 0.5 

02:30 0.0 静穏 0.2 南東 0.5 

 事故の経過 本船は、船長及び航海士Ａほか４人が乗り組み、空倉で、令和７年

６月２３日１５時３０分頃、兵庫県東播磨
ひがしはりま

港に向け、関門港若松区を

出港した。 

本船は、レーダー２台及び予定進路を入力した電子海図表示装置を

作動させ、船長が単独の航海当直につき、周防
す お う

灘を西進した。 
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船長は、２１時頃、山口県上関
かみのせき

町祝
いわい

島南東方沖で昇橋した別の航

海士（以下「航海士Ｂ」という。）と船橋当直を交替した。 

船長は、交替時、航海士Ｂに対し、来島海峡航路で操船することと

なる次の当直の航海士Ａに、レーダー２台を使用すること及び視界が

悪くなったら船内電話で自身に連絡することを伝えるよう指示して降

橋した。 

航海士Ａは、２４日００時３０分頃、愛媛県松山市野忽那
の ぐ つ な

島東方沖

で昇橋し、航海士Ｂと船橋当直を交替した。視程は約２～３Ｍであっ

た。 

船長は、０１時５０分頃に来島海峡航路西口付近で起床して、自室

のモニターで本船の船位、周囲船舶の状況及び１Ｍ以上の視程がある

ことを確認し、航海士Ａに対し、何かあったら自身に連絡するよう船

内電話で伝えて、約３時間後の船橋当直に備え自室で休んだ。航海士

Ａは船長に了解である旨応答した。 

航海士Ａは、来島海峡航路西口に入航する０１時５４分頃に操舵を

自動から手動に切り替え、レーダー２台のレンジを１.５Ｍと０.７５

Ｍレンジとした。本船は、約９kn の速力（対地速力、以下同じ。）で

東北東進しており、航行の支障となる他の船舶はなかった。 

航海士Ａは、その後、視程が約１～２Ｍになったものの、同航船は

少なく、レーダーで確認できており、船長に昇橋を依頼しなくてもよ

いと思った。 

航海士Ａは、小島北北西方沖１Ｍ付近で徐々に視界が悪くなったよ

うに感じた。 

航海士Ａは、０２時１８分頃、来島海峡西水道に向かう小島北東方

の航路屈曲部付近で、いつも見えていた来島海峡第３大橋橋梁灯の灯

光が見えず、更に視界が悪くなったように感じて気持ちの余裕がなく

なり、船位の確認をしないまま、左舵を取った。その後は本船の船首

方向が左右に振れていると思い、繰り返し左右に舵を取った。（図１

参照） 
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図１ 航行経路図 

 

本船は、小島北東方の航路屈曲部付近から左右に蛇行し、また、北

～北北東流の潮流によって減速しながら小島東岸沖を南南西進し、約

７kn の速力で西北西進したのち右転し、約４kn の速力で西進して、

０２時２６分頃、小島南東岸の浅所に乗り揚げた。 

船長は、自室で休んでいたところ、航海士Ａから船内電話を受けて

船橋へ移動し、来島海峡海上交通センターから国際無線電話（国際Ｖ

ＨＦ）で呼び掛けられたことから、同センターに本事故の発生を報告

した。その後、乗組員の負傷の有無、本船の損傷状況を確認し、Ａ社

に本事故の発生を連絡した。 

本船は、０３時２５分頃に浅所から自力離礁し、今治市今治港に錨

泊した。 

（付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 その他の事項 (1) 乗組員の経験等 

船長は、約５３年間の乗船経験のうち、約４９年間の船長経験

を有していた。船長は、航海士Ａと一緒に６か月程度本船で乗務

しており、航海士Ａは経験が豊富であると認識していた。 

航海士Ａは、約５２年間の乗船経験のうち、約３０年間の航海

士経験を有し、昼夜共に単独での船橋当直による来島海峡の通航

を数多く経験していたが、船長経験はなかった。 

航海士Ａは、本事故以前の夜間の来島海峡通航時に、視界が悪

い状況を経験したことはあったが、本事故発生当時ほどに視界が

事故発生場所 
（令和７年６月２４日 
０２時２６分頃発生） 

小島 

愛媛県 
今治市 

馬島 

02:10:25 

小浦埼灯台 

02:05:15 

02:15:15 

02:20:08 

02:25:05 

02:26:15 

来島海峡航路 

青線：本船のＡＩＳ記録 

西水道 

来島海峡第３大橋 
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悪い状況を経験したことはなかった。 

(2) 船長のふだんの来島海峡通航時の状況 

船長は、ふだんの来島海峡通航時、乗組員に対し、来島海峡航

路の位置通報ラインを通過する約１０分前に自身へ船内電話で連

絡すること及び視界が悪くなったり漁船が多かったりしたときに

も船内電話で連絡することを伝えていた。潮流が速い場合、転流

時及び漁船が多い場合は自ら操船指揮をとることとし、それ以外

は船橋当直者に任せていた。 

また、視界が悪くなったり漁船が多かったりしたときは、船長

へ船内電話で連絡するよう注意喚起の貼り紙を操舵室や航海計器

のそばに掲示していた。 

(3) 来島海峡海上交通センターからの情報提供 

来島海峡海上交通センターの国際ＶＨＦ交信記録によれば、 

０２時２４分５１秒から同センターは本船に対して進路確認の情

報提供を呼び掛け、０２時２５分３２秒から警告*1として浅瀬への

接近の情報提供を呼び掛けていた。 

航海士Ａは、０２時２５分０５秒の同センターの呼び掛けに対

して針路を変更している旨応答していた。 

(4) Ａ社の運航基準 

Ａ社の運航基準には、通常の航行の可否判断について、次のと

おり記載されている。 

船長は、航行中、周囲の視程に関する情報を確認し、次に掲

げる条件に達したと認めるときは、当直体制の強化、レーダ 

ワッチ等による厳格な見張り及び曳船等による先導等、付加的

に安全措置を講ずるとともにその時の状況に適した安全な速力

とし、状況に応じて停止、航路外錨泊又は経路変更の措置をと

らなければならない。 

・視程が１０００ｍ以下の時 

(6) その他 

本船の喫水は、船首約２.０ｍ、船尾約３.５ｍであった。 

船員法（昭和２２年法律第１００号）第１０条には、船長は、

船舶が港を出入するとき、船舶が狭い水路を通過するときその他

船舶に危険の虞があるときは、甲板にあつて自ら船舶を指揮しな

ければならないと規定されている。 

 
*1 海上保安庁において、特に船舶交通の安全を確保する必要がある船舶に対し、情報の提供が行われており、「警

告」とは、船舶の安全な航行に支障を及ぼすおそれのある危険事象について通知することを意味し、操船者は当

該危険事象に直ちに注意を払うべきであり、どのように対処するかは操船者の判断に委ねられるとされている。

（海上交通安全法（昭和４７年法律第１１５号）第３０条第１項、海上交通安全法施行規則（昭和４８年運輸省

令第９号）第２３条の２第３項、来島海峡海上交通センターが運用する今治船舶通航信号所及び同センターが行

う情報の提供等の方法に関する告示（平成２２年海上保安庁告示第１６９号）第４条及び来島海峡海上交通セン

ター利用の手引き） 
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分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

(1) 本事故発生当時の小島付近には霧が発生しており、視界が制限

された状態であったものと考えられる。 

(2) 航海士Ａは、次のことから、Ａ社の運航基準や船長の指示に従

わずに、自らの操船で来島海峡航路を通過しようとしたものと考

えられる。 

① 航海士Ａは、これまでの乗船経験等から昼夜共に単独での船

橋当直による来島海峡の通航を数多く経験しており、視界が悪

くても操船ができるものと過信していたこと。 

② 来島海峡西水道に向かう際、視界が悪くなったが、同航船は

少なく、レーダーで確認できていたこと。 

(3) 航海士Ａは、小島北東方の航路屈曲部付近で、いつも見えてい

た来島海峡第３大橋橋梁灯の灯光が見えず、過去に経験したこと

のないほどに視界が悪くなったことで気持ちの余裕がなくなって

混乱し、船位が確認できなかったものと考えられる。 

(4) 航海士Ａが、混乱して船位が確認できない状態のまま、小島北

東方の航路屈曲部付近で、左舵を取り、その後、繰り返し左右に

舵を取ったこと、また、来島海峡西水道の北～北北東流約５kn の

潮流の影響を受けたことから、本船は減速しながら小島東岸沖を

南南西進して小島南東岸に向いた可能性があると考えられる。 

(5) (1)～(4)から、航海士Ａが、混乱して船位を確認できない状態

になったことから、本船は小島南東岸の浅所に乗り揚げたものと

考えられる。 

(6) 船長は、来島海峡航路西口付近で自室のモニターで本船の船

位、周囲船舶の状況及び１Ｍ以上の視程があることを確認してい

たこと、及び経験が豊富であると認識していた航海士Ａに対し、

何かあったら船内電話で自身に連絡するよう伝えており、航海士

Ａから連絡がなかったことから、本事故時に昇橋していなかった

ものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が霧で視界制限状態となった来島海峡西水道

を南南西進中、単独で船橋当直中の航海士Ａが急速に視界が制限され

た状況に混乱して船位が確認できなかったため、本船が小島南東岸の

浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 Ａ社は、管理船舶の乗組員に対し、令和７年６月２４日付けで、本

事故の概要及び狭水道における船長の操船指揮などの事故防止対策に

係る文書を周知した。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え
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られる。 

・船橋当直者は、狭い水道や船舶交通が輻輳
ふくそう

する海域（以下「狭水

道等」という。）の航行に当たって、霧によって視界の悪化が予

想される場合には、気象情報を継続的に収集し、状況に応じて適

切に見張りの強化を図ること。 

・船長は、狭水道等を航行する場合には自ら操船指揮をとること。 

・船橋当直者は、運航等に関して船長から指示を受けた場合は、確

実に実行すること。 

・船舶運航者等は、船長に対し、船長自ら操船すべき海域につい

て、部内規程等によって定め、徹底させること。また、規程等に

基づく操船の実施状況を定期的に点検すること。 

・船舶運航者等は、管理船舶の乗組員に対し、特に狭水道等におけ

る運航技能を維持・向上させるために、操船シミュレーターを使

用して、操船訓練、ＢＲＭ*2及びＢＴＭ*3を計画的に実施するこ

とが望ましい。 

 

 
*2 「ＢＲＭ（Bridge Resource Management）」とは、船舶の安全運航のため、乗組員、設備、情報など、船橋（ブ

リッジ）で利用可能なあらゆる資源（リソース）を有効に活用（マネージメント）することをいう。 
*3 「ＢＴＭ（Bridge Team Management）」とは、船橋のチームメンバーが船橋のあらゆる資源を利用し、明確な基

準の下、組織的に安全運航を達成させるための実践的管理手法をいう。 
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付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋） 

時 刻 

（時：分：秒） 

船 位※ 
対地針路※ 

（°） 

対地速力 

（kn） 
北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

02:00:05 034-09-30.38 132-56-03.09 83.2 9.3 

02:05:15 034-09-15.49 132-56-53.62 120.3 9.2 

02:10:25 034-08-49.20 132-57-42.06 123.4 9.3 

02:15:15 034-08-21.22 132-58-34.86 122.3 12.0 

02:16:04 034-08-16.65 132-58-45.04 119.1 11.9 

02:17:05 034-08-09.73 132-58-57.20 124.4 11.9 

02:18:05 034-08-03.78 132-59-09.18 112.3 11.3 

02:18:35 034-08-02.27 132-59-15.23 110.4 10.0 

02:19:05 034-07-59.49 132-59-18.09 146.4 7.2 

02:19:31 034-07-56.40 132-59-18.14 179.3 7.0 

02:20:08 034-07-52.00 132-59-19.72 154.6 7.7 

02:20:32 034-07-49.23 132-59-21.16 159.7 7.7 

02:21:02 034-07-46.01 132-59-19.92 204.6 6.8 

02:21:35 034-07-42.99 132-59-16.66 216.5 7.3 

02:22:05 034-07-39.46 132-59-16.38 175.7 6.9 

02:22:31 034-07-36.17 132-59-16.83 175.6 7.5 

02:23:01 034-07-33.03 132-59-15.00 212.1 6.9 

02:23:35 034-07-30.37 132-59-11.17 232.2 7.7 

02:24:02 034-07-27.73 132-59-09.01 207.2 6.8 

02:24:21 034-07-25.58 132-59-08.83 187.5 6.7 

02:24:44 034-07-22.85 132-59-08.11 197.1 6.8 

02:25:05 034-07-21.16 132-59-05.90 227.1 7.0 

02:25:12 034-07-20.94 132-59-04.97 239.1 7.3 

02:25:24 034-07-19.78 132-59-02.21 241.2 7.4 

02:25:35 034-07-19.55 132-59-01.51 244.8 7.1 

02:25:44 034-07-19.72 132-59-00.41 262.1 6.9 

02:25:51 034-07-19.99 132-58-59.62 274.2 7.0 

02:26:01 034-07-20.87 132-58-58.37 297.7 7.5 

02:26:15 034-07-22.99 132-58-57.11 326.6 8.7 

02:26:24 034-07-23.95 132-58-56.32 325.5 8.7 

02:26:31 034-07-24.40 132-58-55.54 316.5 7.6 

02:26:41 034-07-24.48 132-58-54.59 295.3 5.5 

02:26:51 034-07-24.34 132-58-53.80 274.9 4.4 

02:26:58 034-07-24.28 132-58-53.23 268.3 3.9 

02:27:05 034-07-24.30 132-58-53.21 271.1 2.1 

02:27:15 034-07-24.33 132-58-53.21 276.6 0.8 

※ 船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置であり、ＧＰＳアンテナの位置情報は、

船首から約６０ｍ、船尾から約１３ｍ、左舷から約５ｍ、右舷から約７ｍであった。また、対地

針路は真方位である。 


